
■背景と目的

研究・開発機関 　：株式会社アシックス
利用施設　　　 　：自社内設備
計算規模　　　 　：自社内のPC利用
利用ソフトウェア ：Marc、Abaqus
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●ランニングシューズ等の機能評価は、実験に
頼ることが多く、さらなる高機能化に必要
な、ソールの内部の変形や、足部関節の動
きを把握するには限界がありました。
●従来の足部のシミュレーションモデルは、骨
格を主としたものでした。

○ランニング時の足部の動き、ソール変形を、
軟部組織等を考慮した詳細な足部モデルを
用いたシミュレーションを行うことにより、詳
細に把握することが可能となりました。

○足部の関節の動きに加え、足部底面に発生
する圧力分布などを考慮したソール構造設
計が可能となりました。
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ランニングシューズ設計への
足部モデルの活用

■利用成果

図1　ランニングシューズ (GEL-KAYANO 23)

図 2　従来モデル

図 3　CT 画像を基にしたシミュレーションモデル　　 図 4　高い安定性を持つソール硬さ分布


